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こ さ れ る気流の 乱れや散布器 の 構造 の 方が，特に圃場近隣

で は 散布液滴 の 分布 とドリフ トの 分布 に影響 を 及 ぼ して い

る こ と が明 らか と な っ た ．圃場試験は 必要 で は あ るが，こ

の よ う な風洞モ デ ル試験と数値解析モ デ ル は リス ク評価 に

有意義で あ る．

Predicting  o仔 pesticide　reduction 　 with 　 vege 凱tive且lter

strips：Factor　importance
，
　uncertainty

，
　and 　regulatory 　opPortu −

nities
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　Vegetated　filter　strips（VFS） は，農薬 の よ うな汚染物質 の

表面流出を防ぐた め に 汎用され て い る．農薬の 流茫，土壌

吸着，相間分配お よ び 上壌組成を基に した農薬の捕捉予測

式を物理学を ベ ー
ス と し た 水文 シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン モ デ ル

（VFSMOD ）と融合す る こ とに より，圃場の 特異性を説明

す る こ とが で きた．USEPA の 曝露 に 関す る枠組み に今回発

表 した VFS モ デ ル を組み込む こ と に よ り，環境中で の 農薬

の 減衰要閃を特定で きる こ とが示唆さ れた，

Evaluation　of　management 　practices　to　mitigate　pesticide
transport　and 　ecological 　risk 　of   o肺 om 　agricul 財 al 跏 d

turf　systems

　　P．J．　Rice1，B．　P．　Horgan2，　C，　J，　Hapeman3 ，L．　L、　McConnel】
3
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 J，L．　Rittenheuse］

　 （
1Agricultura

旦Research　Service，　United　States　Department　of

　　　　　　　　　　　　AgricultUre，　Saint　Paul，　MN ，　USA ，

　　　　
2Department

　ofHorticulture
，
　Unlversity　of 　Minnesota

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Saint　Pault　MN
，
　USA

，

　　　
3Agricult

巳ral　Re3earch　Serv｛ce，　United　States　Department

　　　　　　　　　　　ofAgrjcUltUre ，　Be【tsviHe，　MD ，　USA）

　農薬の曝露を緩和す るた め の管理効率を評価す る た めに，

市場 に 出回 っ た農作物とゴル フ 場の 芝か ら農薬を定量 した．

トマ トで は，ポリエ チ レ ン に 比べ ，圃場で 栽培 し た方 が残

留量 が 減少 し，芝 で は，solid 　tine　core 　cultivation に 比 べ
，

hollow　tine　core 　cultivation と垂 直方向へ の 刈 り込 み に よ る管

理 が残留農薬量を 減少さ せ て い た．表面流出に よ る推定環

境濃度と環境影響濃度 （毒性濃度） との 比較 より，農耕地

や ゴル フ 場の 様な管理 され た 圃場 か ら の 農薬の 流出 に よ る

環境へ の 影響は緩和さ れ て い る こ とが わ か っ た，

口本農薬学会誌

Evaluation　 of 　 management 　practices　 to　 mitigate　 pesticide
transport　and 　ecological 丘sk 　of 　runoff 　from　agricultUral　and

turf　systems
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ロ ッ パ で は，2015年まで に水環境を改善 （良 い水環

境 の 維持）す る ため に，河川流域の 農薬の 管理 の 向上を目

指 して い る． こ の LIFE　ENVIRONMENT 　pr〔）ject（Artwet二

LIFE　O6　ENV 〆FIOOO133）の 目的は，農耕地以外で の 農薬に

よ る汚染の 緩和と人工池生態系で の 生物的環境修復で あ る．

こ れ ま で の 多 くの 研究 は，人工 池 に おける生物的自然減少

で あ り，農薬を分解す る こ とがで き る微生物や植物が確認

され て い る．した が っ て，生物的環境修復や植物 を 用 い た

環境修復は，経済性や生態系の 観点か ら も，水環境 の 改善

に は必
．
要で あ る．
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トバ リア リー
フ の 保護の た め に，サ トウ キ ビで 使

用 さ れて い る除草剤 diuronの 農耕地外 で の 濃度を予測す る

た め 2 つ の モ デル （PRZM 　and 　RIVWQ ）を統合し，モ デ ル

の 組み 立 て に は，GISを空間的 に異な る デ
ー

タ を統合す る

た め に 用 い た．そ の 結果，モ デル で予測 した diuronの 濃度

は，実際の 観測値と同じオ ーダー
で あ っ た．サ トウキ ビ で

最適な除草剤管理 に対す る モ デ ル の 効果を評価 す る た め，

散布濃度／時期， ドリフ トの 減少お よ び サ トウキ ビの くず

の 層等を流域規模 で予測 し，良好な結果を得た．
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